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研究成果の概要（和文）：本研究は健康生成論を応用し、青・中年期の女性を対象に生活及び自律神経のバラン
スを見る良導絡測定などを用い、身体状況を調査した。得られたデータを、アプリを開発することとした。
30～50歳代で、不定愁訴を持つ女性、関東地域5名、東北地域12名から協力が得られた。関東地域よりも東北の
対象者の方が良導絡の平均値が高い傾向にあった。コロナの中、対面で良導絡を測定することが難しく、アプリ
の開発までに至らなかったが、研究の途中からアプリによる支援は研究者の解析に頼る傾向が強いことが見えて
きた。そこで、情報デザインの専門家の協力を求め、対象者が自主的な健康リフレクションを支援するモデルの
構想案を作成した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to apply Salutogenesis Theory to examine the impact of 
lifestyle on the autonomic nerves of women with presymptomatic disease. The impact of life balance 
on the autonomic nerves was measured by employing Ryodoraku.
The subjects were women 30-50 years of age with uncomfortable symptoms: five from the Kanto region, 
and twelve from the Tohoku region. The average Ryodoraku scores of subjects living in Tohoku were 
higher than those in Kanto. 
However, it was difficult to take Ryodoraku measurements face-to-face because of the COVID-19 
pandemic. Although ultimately an application did not result, the researchers realized the need to 
design programs for women to visualize their physical strength and the balance of their autonomic 
nerve system. This, in turn, can facilitate their understanding of the relationships among their 
lifestyles and symptoms and signs. Thus, the researchers created a model to facilitate this goal, 
with the cooperation of information design specialists.

研究分野： 看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人口減少・高齢化が進む我が国において、如何に健康寿命を延ばすかは保健医療政策の重要な課題である。本研
究は、病気につながる危険因子に焦点をあててそれを排除しようとする発想ではなく、なぜ人々は健康でいられ
るのかという健康因子に焦点を当てたアントノフスキーの提唱した健康生成論を応用し、デザインした。
その結果、関東地域よりも東北の対象者の方が自律神経のバランスを見る良導絡の平均値が高い傾向にあった。
地域文化による影響をさらに検討する必要があった。また、研究者の解析に頼る傾向が強いアプリの開発より
も、情報デザインの専門家と協働し、対象者が自主的な健康リフレクションを支援するモデルの構想案を作成し
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
高齢者人口に占める女性の割合がますます増加傾向にある現在、如何に女性の健康寿命を延ば

すかは保健医療政策上の重要な課題である。本研究は、病気につながる危険因子に焦点をあてて

それを排除しようとする発想ではなく、なぜ人々は健康でいられるのかという健康因子に焦点

を当てた健康生成論(Salutogenesis Theory)を応用し、デザインした。研究は、(Ⅰ）青壮年期

30～50歳代の女性を対象にし、個別な身体の不調と生活実態の関係性を捉える個人生活クロー

ンモデルを開発する、(Ⅱ)生活の変動による不調が起こった時、健康リフレクションを支援する

アプリを開発する、の２段階で構成する。生活クローンモデルとは、個々人の生活の実際を反映

した記録(クローン)を通じ、生活の在り方が、どのように身体面に影響を及ぼすかを、経時的に、

視覚を通じ振り返ることができるようなモデルである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的(Ⅰ)は、健康長寿を目指して青年期、中年期の女性を対象に生活を調査し、得られ

たデータを蓄積し、個々の生活の特徴を捉える生活クローンモデルを構築することとした。 

研究目的(Ⅱ)は、社会的な要素などにより、生活パターンの変動が起こり、健康に影響を及ぼす

可能性が生じた場合、即ち、健康時の生活クローンからずれた場合、本人の生きる力という個別

性を大事にし、個人へのフィードバックメッセージを送るアプリを開発することとした。 

 

３．研究の方法 

研究（I） 

1）研究対象は 30～50 歳代で、頭痛、肩こり、腰痛、不眠の不定愁訴を持つ女性約 30名とする。

対象者は、学校の PTA、町内会など、地域コミュニティーにおける人的ネットワークを通じて募

った。 

2)生活実態として調査する項目には「年齢、身長、体重などの基本情報」、「疾患及び受診歴の有

無」のほかに、「生育歴」、「生活記録」、「身体の不調の自覚症状」、「良導絡」が含まれる。 

良導絡は、皮膚の導電性と自律神経と経穴の相関として明らかにされ、経絡に沿った皮膚の導



電性を介して交感神経の局所的興奮を測定するものである。即ち生活記録及びインタビューか

ら収集した自覚症状の他に、良導絡の測定によって、対象者がその時点における自律神経のバ

ランスを客観的に見ることができるデータになる。 

研究（Ⅱ） 

研究（Ⅰ）で「生活記録」、「身体の不調の自覚症状」、「良導絡」などで構築した個人生活クロ

ーンモデルを基盤にして、対象者自身が、生活の営みで生じた身体的な情報をリアルタイムで

インターネット経由してアップロードできるようにする。一方、研究者側は上記の情報を受け

取り、必要な時健康リフレクションを支援することのできるアプリを開発する。研究ⅠとⅡを

合わせて、30～50歳代の不調を訴える女性の共通的な健康問題を分析整理し、健康的な生活の

創造を目指す。 

 
４．研究成果 

しかし、コロナの収束が見えない中、令和 3 年度においては、直接対象者と対面で良導絡を測定

することが難しくなった。そこで、1、2年目に収集したデータを整理し、International Nursing 

research Congress of Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing. 第 33回

国際学術学会に演題を登録し、採択された。 

表 1 良導絡測定結果  

 
注：１行目の良導絡スコアは対象者個々の皮膚表面 24 箇所を測定した電流量の平均値である。 

表 1 から関東地域よりも東北の対象者の方が良導絡の平均値が高い傾向があった。良導絡研

究所に掲載された説明によると東北の対象者の元気度が高かった傾向にある。地域文化による

生活環境への影響をさらに検討する必要があった。 

また、本研究において、収集・整理したデータの分析から、対象者の生活を調査し、個々の生

事例 年齢
1回⽬良導絡ス

コア

2回⽬良導絡ス

コア

良導絡測定回数

データ収集回数

1回⽬平均値より低い

経絡

2回⽬平均値よ

り低い経絡

3回⽬平均値より低

い経絡

関東 １ 44 15 13 3 腎経 腎経 腎経

関東 ２ 45 18 13 11 腎経 腎経 腎経

関東 ３ 36 20 27 10 ⼩腸経、胃経 同左 ⼩腸、⼤腸、三焦経

関東 ４ 40 7 1 三焦経、⼩腸経、胃経以外は全て平均より低い。

関東 ５ 46 15 52 3 腎経、⼤腸、⼼包 腎、⼼経、三焦経腎経、⼩腸、⼼包経

東北 1 40 40 56 2 ⼼経、胃経、胆経 ⼼経、胆経、⼼包経、腎経、脾経

東北 2 39 45 28 2 腎経、⼼経、⼼包経、胆経肝経、胆経、胃経

東北 3 40 33 37 2 腎経、膀胱経、胆経、胃経

東北 4 40 49 29 2 腎経、膀胱経、胆経

東北 5 40 25 76 2 膀胱経、胆経、胃経

東北 6 41 56 1 腎経、膀胱経、胆経

東北 7 39 20 32 2 肝経、胆経、胃経、⼩腸腎経、胆経、⼼経

東北 8 46 60 1 膀胱経、胆経、胃経

東北 9 48 24 42 2 腎経、⼤腸経、脾経、⼩腸経

東北 10 55 41 67 2 腎経、胃経、胆経 ⼼経、⼼包経

東北 11 40 46 69 2 胆経、⼼包経、胃経

東北 12 45 52 48 2 腎経、胃経、脾経 腎経、⼼経、胃経

関東平均値 15 26

東北平均値 41 48

データ収集合

計回数
50



活の特徴を捉え、データの提示によって個々人の生活のあり方がどのように身体面に影響を及

ぼすかを経時的に振り返ることをした。しかし、このような支援方法は研究者の解析に頼る傾向

が強いことが研究実行２年目の終わり頃から明らかになった。つまり、収集したデータは研究者

の視点によって整理・分析された形態にとどまっていると言える。そこで、対象者にとってもわ

かりやすく、対象者自身が活用できるような手法を取り入れる必要があると気付いた。 

そこで、情報デザインの専門家の協力を求め、CO-DESIGNの形で、本研究で収集した対象者の24

時間の生活記録及び生育歴・罹患歴・療養歴・体組成計などをiCloudにアップロードし、生活の

あり様と身体症状の関係性を研究者と一緒に振り返り、対象者の潜んでいる思い、新たな気付き

などを引き出せるシステムのプロトタイプの案を図１のように作成した。 

 
図１ 対象者の自主的な健康リフレクションを支援することのできるモデルの構想案 

以上より、コロナの流行によって対面的なデータ収集が難しくなった状況も踏まえ、研究当初

考案した対象者の健康リフレクションを支援するアプリ開発から、AI のビックデータを整理・

分析する機能に着目した。この機能を活用し、対象者は研究者に頼って誘導されるのではなく、

一生活者として過去の実体験の良し悪しを研究者と共有しながら、分かりやすい画像を用いて

客観的に自己のライフスタイルを常に振り返り、病気を予防するためにこれからのライフモデ

ルを再考し、実践していくことが大事だと考えられる。 
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